
    

・文化の日の無料開放のお知らせ 

11月 3日（文化の日）は総合博物館（本館・運河館）、旧日本郵船(株)小樽支店、手宮洞窟保存館を無料で

開放します。 

・手宮洞窟保存館冬期休館のお知らせ 

11月 4日(金)から平成 29年 4月 28日(金)まで冬期休館します。 

・冬期開館のお知らせ 

11月 4日（金）から、本館の入館料が冬期料金になります。一般が 300 円（夏期 400円）、高校生と市内在

住の 70歳以上の方が 150円（夏期 200円）、中学生以下は無料です。なお、冬期は屋外車両の一部がご覧に

なれません。また、手宮口からの入出館もできません。 

日    時 イベント名 場所 内容 料金 申込 

10 月 5 日（水）

～11月3日（木・祝） 

9:30～ 
17:00 

全国近代化遺産一斉

公開 2016「機関車庫

三号内の特別展示」 

本館・ 

機関車庫

三号 

旧手宮鉄道施設「機関車庫三号」

の修復工事現場出土の「遺物」の

公開を行います。 

入館料 不要 

10 月 6 日（木）

～11月3日（木・祝） 

9:30～ 
17:00 

パネル展 

「2016年ノーベル賞」 

本館・ 

エントラン

スホール 

2016年ノーベル賞の受賞者と内容

を紹介します。 

協力：全国科学館連携協議会 

無料 不要 

10 月 8 日（土）

～平成 29年 1月

6日（金） 

9:30～ 
17:00 

運河館トピック展 

「オタル・サッポロの

名を持つ生き物たち」 

運河館・ 

第一展示室 

小樽や札幌などの地名が名前に付

いた生物について、命名の物語や

地域の自然との関わりについて紹

介します。 

入館料 不要 

10月 20日（木）

～12月 11日（日） 

9:30～ 
17:00 

企画展 

「銀行の街、小樽―

銀行・無尽と小樽の

人々―」 

本館・ 

企画展示室 

銀行などの金融機関と小樽の歴史

を紹介します。 

共催:日本銀行旧小樽支店金融資

料館 

入館料 不要 

11月 3日（木・祝） 
10:30～ 
12:00 

文化の日記念講演

「銀行の街、小樽 

―大正期の人びとの暮

らしと日本銀行― 」 

本館・ 

研修室 

明治後半から北海道の金融の中心

地となった小樽の様子を、銀行や

物価など経済の視点からお話をし

ていただきます。講師:関口かを

り（せきぐちかをり）氏（日本銀

行貨幣博物館学芸員） 

無料 

(文化の

日) 

不要 

11月 5日（土）・ 

6日（日）・ 

12日（土）・ 

13日（日）・ 

10:00～
12:00 

屋外展示車両 

シートかけ体験 

本館・ 

屋外展示場 

屋外の展示車両を冬季の風雪から

守るための養生の方法を体験でき

ます。強風、雨天時は中止。 

無料 不要 

11月 12日（土） 
11:00～
12:00 

運河館トピック展 

ギャラリートーク 

運河館・

第一展示室 

運河館トピック展「オタル・サッ

ポロの名を持つ生き物たち」の展

示解説を行います。 

講師:山本亜生（やまもとあき）

総合博物館学芸員 

入館料 不要 

11月 12日（土）

～23日（水・祝） 

9:30～ 
17:00 

平成 28年度 

自由研究作品展 

本館・ 

2階回廊 

市内の小・中学校の児童・生徒か

ら応募のあった自由研究作品を展

示します。 

入館料 不要 

11月 23日 

（水・祝） 

10:30～
12:00 

ミュージアムラウンジ

「かんたんプログラ

ミング」 

本館・ 

研修室 

子どもでも使えるプログラミング

ツールを使い、簡単なゲームプロ

グラムを作ります。講師:東山一

成（ひがしやまかずなり）総合博

物館副館長 対象:小学生以上（小

学 3年生以下は保護者同伴） 

定員:12人（先着順） 

入館料 

総合博物館

本館まで

（11月 2日

から受付） 

   裏面もご覧ください。 

都合により内容等が変更になる場合があります。詳細はお問い合わせ下さい。 

小樽市総合博物館 本館（小樽市手宮 1-3-6 電話 0134-33-2523） 運河館（小樽市色内 2-1-20 電話 0134-22-1258）  

小樽市総合博物館 11月のイベント情報 H28.10.10発行 

問い合わせ：小樽市総合博物館・本館 TEL 0134-33-2523 
http://www.city.otaru.lg.jp/simin/sisetu/museum/ 

 


